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次期ネットワークテストベッドWG
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ネットワークテストベッドで推進すべきこと
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コミュニティの
底上げ

• 共通基盤を用いた
連携体制の構築
⇒新エコシステム確立
⇒国プロ実践

• 新技術・OSSの取込

最先端ネット
研究開発

• チャンピオン
ファクトの獲得

• 産業界による
技術実証

オープン化
標準化

• オープンな環境
をユーザへ提供

• 標準化参照
モデルの構築

Co-Design



次期NWTBWG：期待されるネットワーク像
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• 世界最高性能の研究を支援できること

• 近未来のアプリケーションを実証できること

• 複数の最先端研究を同時に遂行できること

• 現状のシステム・プロトコルに依存しない研究を支援できること

超高性能・未加工ネットワークリソース提供

• 迅速かつ柔軟な環境提供のための運用管理機能と体制を備えること

• オープンソースや共用設計資産を利用しやすいこと

• 検証後に事業展開しやすいこと

超柔軟性・展開性

• ステークホルダー連携や産学連携，地方＆都市連携を図れ，
それらに利用環境を提供できること

• 実験場所に制約がない利用環境を構築できること

• 広域連携による人材開発を促進できること

• 欧米を始めとする世界の研究開発と円滑に連携できること

• SINETとの連携を維持し国内での裾野の展開をできること

国内外の連携と効率化



B5Gに向けて期待されるテストベッド像

 モバイル通信環境の提供

 （フル）オープン化されたインフラの提供

 フィールド実証が可能な環境の提供

 コミュニティ形成への寄与

 新規利用者に対する利便性の向上
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エッジサイト センター局

MEC
マイクロデータセンター

超大容量

超低遅延

超多接続

ネットワークスライス モバイルコア

サービス
プラットフォーム

クラウド

他TB

インターネット

広域光ネットワーク

実証オープン
サイト

テストベッド提供
海外

超高性能及び未加工リソース共用 ， 内外連携・効率化 ， 超柔軟性・展開性



B5G に向けた研究開発の推進

 最新技術の研究開発 = UE，RAN，MEC，Core
標準化活動への貢献

 オープンソースの活用，OSSコミュニティとの連携

 国内（特に地方）連携

無線通信領域の実証が可能なサイト（場所）の提供

遠隔複数拠点実証環境の提供
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実証サイトの可能性：九州工業大学ローカル5G
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ローカル5G環境の構築により，
画像処理，福祉，ロボット制御等の
多様な研究者との連携を促進


